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Curriculum 1 カリキュラム

授業科目 l 
履修年次

11 213 4 
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外国語IA·B00 ＊ 

外国語IIA·B00 ＊ 

スポーツと健康A·B●● ＊ 

情報処理●● ＊ 

デー タサイエンス ＊ 

ヒュ ーマニズム論基礎 ＊ 

ヒコ ーマニズム論発展 ＊ 

日本国憲法• ＊ 

日本文化論 ＊ 

多文化理解 ＊ 

海外教育福祉演習 ＊ 

地域子育て支援演習 ＊ 

哲学と思想 ＊ 

文学とメディア ＊ 

人間社会と歴史学 ＊ 

世界の芸術 ＊ 

人間社会と数学 ＊ 

環焼と生物 ＊ 

生活と化学 ＊ 

地球と科学 ＊ 

ジェンダーと社会学 ＊ 

消費社会における経済学 ＊ 

地域社会における地理学 ＊ 

生活の中の政治 ＊ 

教養基礎演習A● ＊ 

教養基礎演習B● ＊ 

教養発展演習A● ＊ 

教養発展演習B● ＊ 
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子ども心理科目

現代子ども学0● ＊ 

心理学概論 ＊ 

発達心理学●● ＊ 

臨床心理学概論 ＊ 

社会心理学概論 ＊ 

教育・学校心理学● ＊ 

授業科目
履修年次

1 2 1 3 4 

降害者教育総論〇 ＊ 

精神医学 ＊ 

心理学研究法 ＊ 

心理学統計法 ＊ 

心理学実験 ＊ 

心理面接法00 ＊ 

心理的アセスメント00 ＊ 

心理学質問紙法 ＊ 

心理学質的方法 ＊ 

心理学英文講読 ＊ 

ゼミナール科目

専門ゼミナ ールIA·B ＊ 

専門ゼミナ ールIIA·B ＊ 

卒業論文 ＊ 

保育・教育科目

教育原理●● ＊ 

保育原理●0 ＊ 

保育者論●● ＊ 

保育の特別支援●● ＊ 

保育・教育課程論●● ＊ 

保育内容健康●● ＊ 

保育内容人間関係●● ＊ 

保育内容環境●● ＊ 

保育内容言葉●● ＊ 

保育内容表現●● ＊ 

保育内容総論●● ＊ 

保育指津法●● ＊ 

健康の指達法●● ＊ 

人間関係の指迎法●● ＊ 

環境の指導法●● ＊ 

言葉の指導法●● ＊ 

表現の指導法I·II（音楽A·B)●● ＊ 

表現の指導法I11（造形表現）●● ＊ 

教育の方法● ＊ 

子ども理解の理論と方法●● ＊ 

子ども家庭支援の心理学●0 ＊ 

保育相談支援●● ＊ 

※2024年度開講科目です。一部変更となる場合があります。

授業科目
履修年次

1 2 3'4-

社会福祉• ＊ 

子ども家庭福祉• ＊ 

社会的蓑謹I· II● ＊ 

子ども家庭支援論● ＊ 

子どもの保健● ＊ 

子どもの健康と安全● ＊ 

子どもの食と栄養論● ＊ 

子どもの食と栄蓑● ＊ 

乳児保育I● ＊ 

乳児保育11● ＊ 

保育所実習指迫I● ＊ 

保育所実習I● ＊ 

施設実習指おI● ＊ 

施設実習I● ＊ 

保育所実習指導110 ＊ 

保育所実習110 ＊ 

施設実習指導110 ＊ 

施設実習lIO ＊ 

教育実習（幼稚園）● ＊ ＊ 

保育・教職実践演習（幼稚園）●● ＊ 

心理発展科目

知党・認知心理学0 ＊ 

学習・言語心理学00 ＊ 

感情・人格心理学 ＊ 

神経・生理心理学 ＊ 

司法・犯罪心理学 ＊ 

産業・組織心理学 ＊ 

インクルーシプ保育A（アセスメントと個別計画）0 ＊ 

インクルーシプ保育B（ユニバーサル蹟境と教材）0 ＊ 

インクルーシブ保育C（実践臨床と保設者支援10 ＊ 

ライフコ ー ス心理学A（家族臨床）0 ＊ 

ライフコ ー ス心理学B（ジェンダー ）0 ＊ 

ライフコース心理学C（コミュニケ ー ション）0 ＊ 

赤ちゃん学A（胎児健康心理学）0 ＊ 

赤ちゃん学B（社会情動発達学）0 ＊ 

赤ちゃん学C（子ども棗境心理学）0 ＊ 

資格•免許取得に必要な科目・実習 ●保育士資格 ●幼稚園教諭 ※資格•免許取得のための必修科目は●、選択科目（選択必修科目含む）は0で表記

授業ピックアップ

心理学研究法

心理学の方法論を勉強する科目です。心

理学の歴史を踏まえ、実験、観察、質問紙

調査、面接などの方法や 統計処理の基礎

を学びます。2年次以降の心理学統計法、

心理学実験などにつながります。

人間関係の指導法

実習で経験したいざこざ場面をもとに保育

者の関わりについて考えることや、ル ール

のある遊びの指導案を作成し模擬保育を

行 うことを通して、保育を構想する方法を

身につけることをめざします。

心理学実験

基礎的な心理学実験や心理学的なデー タ

収集に取り組みます。グル ー プワ ー クの

中で、実験者と被験者の両方を 体験しな

がら、デー タに碁づいて客観的・科学的に

考える姿勢を習得します。

Sem i nar 1 ゼミナール

福丸ゼミナール
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多様な家族のあり様を学び

課題への理解を深める

ーロに「家族」といっても、現代社会においてそのあ

り様は様々です。ニュ ースや書籍、論文、関連するデー

タなどの情報を活用して、多様な家族の状況やその

関係性について理解を深めていきます。また、子ども

や家族に関わる施設等の見学なども積極的に行いま

す。こうした知識の習得と体験的な学びに加え、メン

バー同士の意見交換や交流も大切です。自分と異な

る経験や考え方に触れる機会となり、 自身の価値観

や視野を広げる貴重な学びになるでしょう。

Professor X Student 

失敗を怖がらずに

積極的に学んでほしい

福丸由佳教授

専門分野：家族心理学／臨床心理学

ゼミは専門的な知識を深めるだけではなく、主体的に発言や行動す

る力を養う場です。いろいろなことに挑戦する中で、時に失敗や挫

折をすることもあるかもしれません。しかし、これらは卒業後に活き

る経験にもなるはずです。積極的に挑戦し、議論し、お互いの違い

を許容し合える関係性を築いていってほしいと願っています。

※発達臨床学科は2024年4月に子ども心理学科に改組。

先生のサポートで

叶えられた大学院進学

杉江湧愛

発達臨床学科翌024年3月卒業
広島県広島市立基町高等学校出身
進路決定先：北里大学大学院医療系研究科進学

メンバー同士の議論が活発で、時に先生のアドバイスを受けながら、

各自が取り組むテ ーマについて学生間で考えを深めていけるゼミで

す。私は卒業後、心理の資格をめざすために大学院に進学しますが、

進路や進学先についても福丸先生と時間をかけ て話し合いました。

いつでも親身に相談にのってくれる、 とても心強い先生です。
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ゼミナール一 覧（予定）

●子どもの健やかな発達を支える環境について考える／川島亜希子准教授

●SNS(LINEやlnstagramなど）コミュニケ ーションの特徴に関する研究／倉澤寿之教授

●子どもの心の発達について心理学的にアプロ ー チする／佐久間路子教授

●障がいのある子もない子も参加できるワ ー クショップの実践／杉山貴洋教授

●親子・パー トナ ー ・家族の関係と、多様な取り組みについて考える／福丸由佳教授

●乳幼児の脳と心の発達について認知科学的にアプロ ー チする／松田佳尚教授

●子どもの遊びと保育環境、保育者の専門性について考える／宮田まり子准教授
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